
486

編集後記：最近，京都大学生態学研究センターの教官

3名が，メキシコのカルフォルニア湾で2名が事故死，

1名が行方不明というニュースを聞いた．地球科学で

は，観測，とりわけ，海外の危険な地域での観測が必

須である．むかしは，このような観測は探検か，冒険

であった．そのような覚悟が無ければ，海外に展開す

る資金が得られなかった．その頃は，資金は不足した

かもしれないが時問は豊富にあったと思われる．現在

では，研究資金が豊富になり，院生も含めて簡単に海

外の観測に参加できる．我々気象の分野でも，TOGA一

COARE，GAMEと，多くの院生を海外に送り出した．

このように多くの学生が海外観測に参加できる時代と

いうのは良い時代だと思う．しかし，今回の事故の報

を聞くに付け，今迄事故がなかった僥倖を感謝する気

持ちになってくる．

　「好事魔多し」という．「調子が良い時が最も危険な

時」とも言う．昨今の我々の状況を考えるに付け，こ

こらあたりで初心に帰り，細心の注意を全ての分野に

向けて配る必要があると思う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住　明正）
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